
沼津市議会は令和５年９月に 100 周年を迎えました

⃝12人の議員が一般質問を行いました　� �P.6〜9
市政について問う！市政について問う！

ピックアップ議会ピックアップ議会
⃝台風第２号による被害対応のため
　災害対策補正予算を承認・可決しました　� �P.4

令和４年度の決算を審査令和４年度の決算を審査
⃝一般会計・特別会計・企業会計の決算を認定しました　� �P.2〜3

令和5年12月1日
第242号

沼津市議会100周年記念ロゴマーク
　沼津市議会の伝統や信頼といった実直なイメージを現代風にアレンジし、本市の代表的な風景である
海・松・富士山を組み合わせたマークです。これまでの100年、そして、これからの100年を一つ一つ
積み上げていくという思いを込めたデザインとし、色は本会議場をイメージしています。



定例会の
主な内容

特別会計企業会計予算決算委員会での主な質疑

令和４年度の決算を審査　一般会計・特別会計・企業会計

　第 2 回（９月）定例会は、9 月 14 日から
10 月 16 日までの 33 日間にわたり開催し

ました。この定例会では、令和 4年度沼津市一般会計歳入歳出
決算の認定等 27件、動議 2件を審議し、いずれも原案のとおり
議決しました。
　ここでは、令和４年度の一般会計、特別会計及び企業会計の審
査、歳入・歳出決算額等の主な内容をお知らせします。

国民健康保険事業におい
て年々増加傾向にある１人当
たりの医療費の状況と県内他
市町との比較は。
令和４年度における１人

当たりの総医療費は 38 万
756 円で、県内 35 市町の
中では 12番目に低い金額と
なっている。
�

介護保険事業における要
介護等認定者数の内訳は。
軽度（要支援１及び２並

びに要介護１）は 4,803 人
で令和３年度と比べ 109 人
増、中度（要介護２及び３）
は 2,939 人で７人増、重度
（要介護４及び５）は 1,964
人で 114 人減であった。な
お、要介護等認定者に占める
重度の方の割合は 20.2％で、
令和３年度と比べ 1.2 ポイ

問

答

問

答

ント減少した。
�

令和 4 年度の市立病院
事業の特徴と決算に対する評
価は。
市立病院は県東部の基幹

病院として、急性期医療や専
門医療の中核をなしており、
三次救急や小児・周産期医療
などの地域の行政的医療を担
っている。また、令和４年度
は県からの要請等を踏まえ、
新型コロナウイルス感染症専
用病床を増床するなど、新型
コロナウイルス感染症に対応
する地域の医療提供体制を維
持する役割を担ってきた。こ
のような病院運営に対し経営
面では、純利益は３億 7,700
万円を計上し、２期連続の黒
字決算となったほか、経常収
支比率は令和３年度と比較し

問

答

て0.7ポイント増の103.3％
となった。しかしながら、医業
収益は令和３年度と比較して
1.4 ポイント減少しているこ
とから、収益増加と費用削減
が課題であると認識している。
�

水道事業会計における令
和４年度の純利益は、令和３
年度と比較して減少している
が、決算に対する評価と経営
に対する認識は。
令和４年度においては、

人口減少や節水意識の浸透等
により給水収益が減少し、ま
た、電気料金の高騰などによ
り事業に必要な費用が増加し
たものの、経常収支比率は
100％を超えており、純利益
は１億 1,000 万円を計上し
た。しかしながら、純利益が
年々減少傾向にある中、引き

問

答

決算を認定!
会　　　　計 歳　　　　入 歳　　　　出 差　引　額

国民健康保険事業 209億　556万円 204億 7,456 万円 4億 3,100 万円

土地取得事業 9,049 万円 9,049 万円 0円

介護保険事業 185億 3,855 万円 180億 2,019 万円 5億 1,836 万円

後期高齢者医療事業 28億 6,209 万円 28億 5,459 万円 750万円

会　　　　計 収　　　　入 支　　　　出 差　引　額

病院事業
収益的収支 117億 3,355 万円 112億 9,660 万円 4億 3,694 万円

資本的収支 8億 2,179 万円 12億 3,892 万円 △ 4億 1,712 万円

水道事業
収益的収支 29億 3,107 万円 26億 3,232 万円 2億 9,875 万円

資本的収支 12億 7,102 万円 27億 7,449 万円 △ 15億　348万円

下水道事業
収益的収支 53億 4,146 万円 49億 5,342 万円 ３億 8,805 万円

資本的収支 32億 6,127 万円 53億 1,523 万円 △ 20億 5,396 万円

特
別
会
計
決
算

企
業
会
計
決
算

◆収益的収支：事業活動に伴って生じる収入と支出　◆資本的収支：建物や機器などの資産の購入・売却による収入と支出
◆�一般会計から病院事業会計へ16億44万5,652円、水道事業会計へ776万6,000円、下水道事業会計へ23億6,652万6,000円繰り入れ
ています。なお、企業会計決算額は、消費税及び地方消費税を含みます。

続き良質な水を安定して供給
していくためには、施設の更
新や耐震化に多額の費用が必
要であることから、水道事業
の経営は厳しさを増すことが
見込まれる。
�

下水道事業における水洗
化率の状況と水洗化率向上の
ための取組は。
令和４年度末の水洗化率

は 87.9％で、令和３年度と
比較して 0.3 ポイント増加
した。水洗化率向上のための
主な取組としては、事業に対
する理解及び下水道への接続
率向上を図るため、下水道整
備の際に開催する工事説明会
や、職員及び水洗化指導員に
よる下水道未接続世帯への戸
別訪問時に下水道の必要性に
ついて丁寧な説明を行った。

問

答
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912億1,804万円
歳入総額

880億1,396万円
歳出総額

歳　入 歳　出

公債費 
 7.8％

その他
12.3％

扶助費
 23.2％

物件費
14.3％

60.1％

50.5％
19.8％

49.5％

市税
 37.4％

市債
11.6％

国・県      
支出金    
27.0％ 人件費

11.5％

維持補修費
0.8％

災害復旧
事業費
0.2％

繰越金 4.0％
寄附金 2.6％
繰入金 2.3％

法人事業税交付金 0.6％
地方交付税 3.4％

地方消費税
交付金
5.6％

その他 1.3％

諸収入 1.8％
その他 2.4％

消    
費
 
 
 
的
 
 
 
経   

 

費

自　
主　

財　

源 投
資
的
経
費

補助費等
10.3％

普通
建設
事業費
19.6％

依
　
存

　財

　源

一般会計予算決算委員会での主な質疑

市税の収入状況は。

令和３年度と比較し、市
税全体では、令和４年度の収
入額は令和３年度と比較し、
３億 5,689 万 2,842 円の増
となった。主な税目別では、
法人市民税が一部企業の収益
減や物価の高騰、円安などの
影響により２億 4,695 万
1,986 円の減、固定資産税
及び都市計画税が令和３年度
限定の新型コロナウイルス感
染症に係る軽減措置の終了な
ど に よ り ４ 億 3,993 万
7,451 円の増、市たばこ税
がたばこの販売本数が増加し
た こ と に よ り 7,451 万
1,071 円の増となった。
�

水産業を振興させるため
の取組は。

問
答

問

水産物流通促進事業及び
出漁促進事業により、漁業意
欲の維持・増進を図るととも
に、燃料コストの負担を軽減
することで漁業活動を下支え
したほか、市内市場への水揚
げを奨励した。また、一次産
品販路拡大戦略推進事業によ
り、一次産品のブランド化と
販路拡大を図るため、テスト
マーケティングや PR 活動を
実施したほか、水産関係団体
による魚食普及の取組に対し
て支援を行った。
�

新型コロナウイルス感染
症の影響が続く中での観光交
流客数拡大のための取組は。
令和４年度は、沼津夏ま

つり・狩野川花火大会を３年
ぶりに開催するなど、観光イ
ベントを再開するとともに、

答

問

答

新型コロナウイルス感染症対
応地方創生臨時交付金を活用
し、宿泊・レジャーキャンペ
ーンや団体旅行の促進補助な
どを実施した。また、NHK
大河ドラマに出演する俳優を
招いたトークイベントを開催
したほか、首都圏や隣接県を
対象とした誘客キャンペーン
を実施するなど、本市への誘
客と市内観光業の活性化に取
り組んだ。
�

まちなかの公共空間を活
用した OPEN NUMAZU の
実施による成果は。
歩行者通行量や滞留者数

が増加したほか、来訪者など
へのアンケート調査結果では
事業継続への期待など、高い
満足度が示された。また、イ
ーラ de周辺では来訪者がリ

問

答

モートワークを行うなど行動
の多様化が見られたほか、仲
見世商店街では周辺エリアへ
の回遊が確認できるなど、ま
ちなかの活性化につながった
ものと認識している。
�

学校給食費無償化実施に
おける評価は。
令和４年度は、食材費の

高騰を踏まえ、１食当たりの
給食費単価を増額した上で国
の地方創生臨時交付金を活用
して令和４年 10月から６か
月間、全額無償化を実施した。
給食費の無償化に対しては多
くの保護者等から好意的な評
価を受けた。また、子育て世
帯の支援のほか食材費の確保
により、食育の推進や食の安
全・安心・安定に寄与したも
のと認識している。

問

答

一般会計・特別会計・企業会計の
一
般
会
計
決
算

◆２～３ページの表は、１万円未満を四捨五入してあるため、差引額及び比較増減額が一致しない場合があります。

歳　　　　入 歳　　　　出 差　引　額
令和４年度決算額 912億 1,804 万円 880億 1,396 万円 32億　408万円
令和３年度決算額 857億 5,472 万円 821億 1,064 万円 36億 4,408 万円
比 較 増 減 額 54億 6,331 万円 59億　331万円
増　　減　　率 6.4％ 7.2％

令和４年度の決算を審査
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ピックアップピックアップ
議会議会　令和５年６月２日の台風第２号に伴う大雨では、市内各所で浸水被害などが発生

︱
台
風
第
２
号
に
よ
る
被
害
対
応
の
た
め
︱

災
害
対
策
補
正
予
算
を
承
認
・
可
決
し
ま
し
た

しました。このため９月定例会では、災害復旧と
今後の大雨への備えに関する一般会計補正予算が
上程され、原案のとおり議決しました。
　ここでは、補正予算に計上された主な内容につ
いてお知らせします。

災害復旧費　土木施設復旧費
1 億 1,371 万 8,000 円

白滝排水機場の仮設ポンプ設置期間は。
設置期間は浸水被害が発生した令和５年６月
２日から、台風が多く川が増水しやすい令和
５年 10月 31日までを予定している。

問
答

一般会計予算決算委員会での主な質疑

　令和５年６月２日の大雨により被災した土木施設の復旧に係る経費として、市内
18か所の河川や雨水貯留池等に堆積した土砂等の撤去に係る費用 1,995 万円や排水
ポンプが停止した白滝排水機場の仮設ポンプ設置等に係る経費 9,180 万円など。

認第 31号
専決処分の報告及びその承認（令和５年
度沼津市一般会計補正予算（第６回））

土木費　河川維持費
1,250 万円

　今後の大雨時における排水機場の浸水対策として、三枚橋排水機場のコンプレッ
サーの移設や前川排水機場の操作盤のかさ上げに係る経費。

災害復旧費　土木施設復旧費
770 万円

　令和５年６月２日の大雨により停止した白滝排水機場の機能を応急復旧するために
行う制御盤及び発電機の修繕等に係る経費。

土木施設復旧費の具体的な補正内容は。
大雨により白滝排水機場が停止し、周辺地域
に浸水被害が発生したことから、排水機場の
ポンプを作動させるため制御盤内の機器の交
換・配線の修繕を行うほか、制御盤機器のか
さ上げ、発電機の修繕を行うものである。

問
答

一般会計予算決算委員会での主な質疑

議第 46号
令和５年度沼津市一般会計補正予算
（第７回）

▲雨水貯留池に堆積した土砂の撤去

▲白滝排水機場

ぬまづ市議会だより��№ 242＊ 4



議　案　名 内　　　　容 議決結果

予　
算

議第 46号
令和５年度沼津市一般会計補正
予算（第７回）

■  17 億 1,269 万 6,000 円を追加し、予算総額は 835 億 9,897 万 6,000 円
となります

追加するものは、ふるさと応援基金積立金８億円、ふるさと納税推進事業費
４億円が主なもので、財源としては、それぞれの特定財源のほか、一般財源と
して地方交付税などをもって充てるものです。このほか、臨時財政対策債など
の起債限度額を変更するとともに、繰越明許費として地区センター（市民窓口
事務所）整備事業�134 万 5,000 円など３事業を翌年度に繰り越すほか、債務
負担行為として大平江川排水機場築造工事費及び井戸川雨水貯留池築造工事費
を追加するものです。

可決

契　
約

議第 49号
工事請負契約の締結（沼津市新
中間処理施設敷地造成工事）

■新中間処理施設の敷地造成工事を行います
制限付き一般競争入札により 13億 317 万円で竹中土木・集組特定建設工事
共同企業体　代表構成員　株式会社竹中土木静岡営業所　所長　前島岩雄と工事請
負契約を締結するものです。工事の内容としては、山ヶ下町地内他において、
施工面積約 2.5 ヘクタールの敷地造成工事を行うもので、完成期限は令和８
年３月 14日です。

可決

議第 50号
工事請負契約の締結（東駿河湾
広域都市計画事業岡宮北土地区
画整理事業都市計画道路沼津南
一色線道路築造工事）

■ 岡宮北土地区画整理事業地内の都市計画道路沼津南一色線の道路築造工事を
行います
制限付き一般競争入札により８億 7,890 万円で加和太・山旺特定建設工事共
同企業体　代表構成員　加和太建設株式会社　代表取締役　河田亮一と工事請負契
約を締結するものです。工事の内容としては、岡宮地内において、施工延長
160 メートルの都市計画道路沼津南一色線の道路築造工事を行うもので、完
成期限は令和 8年３月 14日です。

可決

議第 51号
工事請負契約の締結（都市計画
道路片浜西沢田線道路築造工
事）

■都市計画道路片浜西沢田線の道路築造工事を行います
制限付き一般競争入札により 17億 1,061 万円で静岡市駿河区南町６番１号、
名工建設株式会社 静岡支店 執行役員支店長　橋本洋と工事請負契約を締結す
るものです。工事の内容としては、小諏訪地内において、施工延長 69.7 メー
トルの都市計画道路片浜西沢田線の道路築造工事を行うもので、完成期限は令
和８年３月 14日です。

可決

人　
事

認第 32号
教育委員会委員任命の同意

令和５年 10月 18日をもって任期満了となる鳥谷在住の川
かわ

口
ぐち

浩
ひろ

史
し

氏を再任す
るものです。 同意

認第 33号、認第 34号
固定資産評価審査委員会委員選
任の同意

令和５年 10月 25日をもって任期満了となる戸田在住の勝
すぐ

呂
ろ

猛
たけし

氏を再任する
もの、また、令和５年 10月 25日をもって任期満了となる松

まつ

井
い

泰
やす

樹
き

氏の後任
として、住吉町在住の大

おお

橋
はし

俊
とし

彦
ひこ

氏を選任するものです。
同意

９月定例会の主な議案一覧

会派別　賛否が分かれた議案一覧 〇：賛成 ×：反対 －：除斥※ ＝：出席停止 （　）内は所属議員数

☆このほかの議案については、沼津市議会のホームページを御覧ください。 沼津市議会 検索

議　案　名

議
決
結
果

志
政
会

沼
津
志
帥
会

市
民
ク
ラ
ブ

公
明
党

虹
の
会

日
本
共
産
党

沼
津
市
議
団

未
来
の
風

⑺ ⑺ ⑸ ⑶ ⑵ ⑵ ⑵

決　
算

認第 35号 令和４年度沼津市一般会計歳入歳出決算の認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ × ×＝

認第 36号 令和４年度沼津市国民健康保険事業特別会計歳
入歳出決算の認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ × ○＝

認第 37号 令和４年度沼津市土地取得事業特別会計歳入歳
出決算の認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ × ×＝

認第 39号 令和４年度沼津市後期高齢者医療事業特別会計
歳入歳出決算の認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ × ○＝

そ
の
他
議第 40号 不当利得返還等請求事件の提訴 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―＝

動　
議

17 番　江本浩二議員に対する懲罰の動議（９月 29 日提出） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ×―

17番　江本浩二議員に対する懲罰の動議（10月 16日提出） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ×―

※�議員は審議案件と一定の利害関係を有する、または、自己の一身上に関する事件について、当該案件の審議に参加することができないため
退席する。
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本
市
男
性
職
員
の
育
児
休
業
取
得
率

向
上
に
つ
い
て
、
①
令
和
四
年
度
の
取
組

内
容
と
実
績
は
。
②
令
和
五
年
度
の
目
標

必
達
に
向
け
た
戦
略
は
。

総
務
部
長
／
①
所
属
長
に
よ
る
職
員

の
休
業
取
得
予
定
の
定
期
的
な
確
認
を
し

育
児
休
業
取
得
計
画
及
び
業
務
遂
行
計
画

の
作
成
を
義
務
づ
け
る
と
と
も
に
、
説
明

会
の
実
施
や
休
業
の
給
与
等
へ
の
影
響
を

例
示
し
た
資
料
の
紹
介
等
を
行
っ
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
令
和
四
年
度
の
取
得
率
は
二

十
三
・
九
％
と
な
り
、
令
和
三
年
度
か
ら

九
・
六
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。
②
休
業
の

取
得
を
勧
奨
す
る
た
め
、
市
長
か
ら
職
員

問答
本
市
の
持
続
的
な
成
長
に
向
け
、
①

製
造
業
の
活
性
化
の
対
策
は
。
②
企
業
誘

致
の
対
策
は
。

産
業
振
興
部
長
／
①
製
造
業
の
持
続

的
な
成
長
に
は
、
地
域
経
済
の
変
化
に
迅

速
か
つ
的
確
に
対
応
し
、
企
業
の
経
営
基

盤
強
化
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
利

子
補
給
制
度
の
実
施
や
専
門
家
に
よ
る
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
新
技

術
や
新
製
品
の
開
発
・
販
路
拡
大
・
先
端

設
備
導
入
へ
の
支
援
等
を
行
い
、
意
欲
あ

る
事
業
者
の
経
営
基
盤
の
強
化
を
進
め
て

い
る
。
②
企
業
誘
致
の
推
進
に
当
た
っ
て

は
、
進
出
事
業
に
合
っ
た
用
地
の
確
保
や

問答

へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、

対
象
職
員
を
把
握
す
る
た
め
、
所
属
長
に

対
し
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
対

象
と
な
る
全
て
の
男
性
職
員
が
取
得
で
き

る
よ
う
、
所
属
長
が
面
談
を
行
い
、
業
務

分
担
や
取
得
時
期
の
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

男
性
の
育
児
休
業
取
得
に
つ
い
て
、

市
内
企
業
に
対
す
る
取
組
は
。

市
長
／
積
極
的
に
職
場
環
境
の
整
備

に
取
り
組
む
企
業
を
男
女
共
同
参
画
認
定

事
業
所
と
し
て
認
定
・
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
多
様
な
働
き
方
の
推
進
に
向
け
た
セ

ミ
ナ
ー
開
催
な
ど
に
よ
り
、
男
性
の
育
児

休
業
に
対
す
る
意
識
改
革
を
図
っ
て
い
く
。

問答事
業
者
に
合
わ
せ
た
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
各
種
補
助
制
度
に
よ
る
資
金

援
助
に
加
え
、
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
と

連
携
し
た
進
出
可
能
用
地
の
把
握
や
、
企

業
訪
問
に
よ
り
進
出
計
画
や
進
出
条
件
の

共
有
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
よ
り

多
く
の
事
業
者
の
要
望
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
な
ど
の
需

要
が
高
い
地
区
に
つ
い
て
は
、
用
地
確
保

に
向
け
調
査
・
検
討
を
続
け
て
い
る
。
今

後
も
、
継
続
的
な
情
報
収
集
や
効
果
的
な

支
援
策
を
検
討
し
、
雇
用
創
出
の
確
保
や

地
域
活
性
化
に
寄
与
す
る
企
業
立
地
を
積

極
的
に
推
進
し
て
い
く
。

男性の育児休業取得率向上に向けた
戦略は

本市の製造業の活性化及び
企業誘致に係る取組は

渡
部
　
一
二
実

渡
邉
　
博
夫

市 政 に つ い て

問 う！

一
般
質
問

第
二
回
（
九
月
）
定
例
会
で
は
、
十
二
人
の

議
員
が
市
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

議員名 主な質問項目 掲載頁

渡部一二実 男性育休取得率向上、公的認証の有効活用 6

渡邉　博夫 SDGs 推進、気候変動、質の高い教育、製造業、物価高騰 6

小澤　　隆 防災、ペットの同伴避難、移住推進 7

井原三千雄 中心市街地の活性化、依存症対策、100周年記念事業 7

佐野　博一 自治会活動の在り方、交流人口拡大の取組 7

片岡　章一 高齢者の移動支援、デジタル支援、不妊治療費助成、学習支援 7

小泉　宣子 学校図書館の充実について、小中学校の教室へのエアコン設置 8

大川敬太郎 農業振興、鳥獣害対策、設備投資促進、女性の起業支援 8

平野　　謙 会計年度任用職員制度の運用 8

川口　　慶 交流人口の活用、インボイス制度の対応 8

山下富美子 海岸漂着ごみと市民活動、行政との連携・協力・支援 9

江本　浩二 地元食材の利用、学校給食費無償化、オーガニック化 9

※議員名の下のＱＲコードを読み取ると、各議員の一般質問の録画映像が視聴できます。
※文面中の波線（　　　）については、P.9 の用語解説を御覧ください。

全ての質問項目（通告一覧）はこちら

QRコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です。
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自
治
会
に
対
す
る
負
担
軽
減
と
支
援

の
取
組
は
。

政
策
推
進
部
長
／
市
か
ら
自
治
会
へ

依
頼
す
る
各
種
委
員
の
選
出
や
配
布
物
等

を
見
直
し
、
削
減
す
る
こ
と
で
負
担
軽
減

を
図
る
と
と
も
に
、
自
治
会
活
動
や
自
治

会
長
の
役
割
等
に
つ
い
て
ま
と
め
た
自
治

会
長
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
活
用
し
た
研
修
等

を
実
施
す
る
こ
と
で
、
自
治
会
役
員
就
任

に
対
す
る
不
安
軽
減
に
努
め
て
い
る
。
今

後
も
、
自
治
会
へ
の
依
頼
事
項
を
精
査
し

負
担
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
自
治
会
に

お
け
る
人
材
の
確
保
・
育
成
の
取
組
に
対

す
る
支
援
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
く
。

問答
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
は
、
交
通
費

の
助
成
や
公
共
交
通
網
の
形
成
等
の
移
動

支
援
策
が
必
要
と
考
え
る
が
、
本
市
の
認

識
と
取
組
は
。

福
祉
事
務
所
長
／
移
動
手
段
に
困
難

を
抱
え
る
高
齢
者
の
数
は
、
運
転
免
許
証

返
納
等
に
よ
り
、
今
後
さ
ら
に
増
加
し
て

い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
公
共
交

通
と
い
う
広
域
的
な
枠
組
み
の
ほ
か
、
地

域
や
利
用
者
の
移
動
に
対
す
る
様
々
な
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
た
、
き
め
細
や
か
で
継
続

的
な
支
援
策
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
コ
ロ
ナ

問答

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
い
て
、

①
町
方
町
・
通
横
町
第
一
地
区
第
一
種
市

街
地
再
開
発
事
業
の
進
捗
状
況
と
支
援
の

取
組
は
。
②
商
店
街
振
興
の
取
組
は
。

都
市
計
画
部
長
／
①
地
元
の
再
開
発

組
合
が
、
令
和
五
年
度
末
の
権
利
変
換
計

画
の
認
可
を
目
標
に
鋭
意
取
り
組
ん
で
い

る
。
計
画
の
認
可
後
は
、
令
和
六
年
度
中

に
既
存
建
物
の
解
体
工
事
と
施
設
の
建
設

工
事
に
着
手
し
、
事
業
の
完
了
は
令
和
十

年
度
を
予
定
し
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て

は
、
ア
ー
ケ
ー
ド
名
店
街
周
辺
の
道
路
の

美
装
化
や
景
観
整
備
に
向
け
て
、
地
元
住

民
の
参
加
を
呼
び
か
け
、
市
主
催
の
デ
ザ

問

※2

答

本
市
の
交
流
人
口
拡
大
に
向
け
た
観

光
情
報
発
信
の
取
組
は
。

産
業
振
興
部
長
／
本
市
で
開
催
す
る

ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
文
化
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の

来
場
者
に
対
し
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

Ｐ
Ｒ
動
画
に
よ
り
本
市
の
魅
力
を
発
信
す

る
と
と
も
に
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
モ
デ
ル

コ
ー
ス
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
回
遊
性
の

向
上
と
交
流
人
口
拡
大
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
、
観
光
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
お
い
て

旅
の
目
的
等
に
応
じ
た
情
報
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
、
地
元

な
ら
で
は
の
旬
な
情
報
を
分
か
り
や
す
く

か
つ
迅
速
に
発
信
し
て
い
く
。

問答禍
に
お
け
る
交
通
事
業
者
支
援
及
び
高
齢

者
等
の
移
動
支
援
を
目
的
と
し
て
、
令
和

二
年
度
か
ら
令
和
四
年
度
に
か
け
て
、
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー
共
通
利
用
券
の
給
付
事
業

を
実
施
し
た
。
本
事
業
の
継
続
的
な
実
施

に
つ
い
て
は
、
高
齢
化
率
の
上
昇
に
よ
る

対
象
者
の
増
加
に
伴
う
財
源
確
保
な
ど
の

課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
、
社
会

状
況
に
合
っ
た
支
援
の
在
り
方
を
引
き
続

き
調
査
研
究
し
て
い
く
。
ま
た
、
高
齢
者

の
移
動
支
援
に
は
様
々
な
課
題
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
他
市
町
の
施
策
等
を
調
査
研
究

す
る
中
で
、
関
係
各
課
が
連
携
し
具
体
的

な
支
援
策
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
い
る
。

令
和
五
年
度
末
に
は
、
周
辺
道
路
を
含
む

ま
ち
な
み
環
境
の
整
備
方
針
を
ま
と
め
る

な
ど
、
引
き
続
き
再
開
発
事
業
の
支
援
及

び
周
辺
整
備
を
進
め
て
い
く
。

産
業
振
興
部
長
／
②
商
店
街
及
び
商
業
者

へ
の
支
援
と
し
て
、
個
店
の
魅
力
向
上
、

商
店
街
の
活
動
支
援
、
人
流
の
創
出
の
三

つ
の
視
点
で
様
々
な
取
組
を
進
め
て
い
る
。

今
後
も
、
中
心
市
街
地
の
商
店
街
な
ど
の

実
態
や
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
関
係

団
体
等
と
連
携
し
、
商
店
街
の
魅
力
の
創

出
や
集
客
力
及
び
回
遊
性
の
向
上
を
図
り
、

さ
ら
な
る
商
店
街
の
振
興
に
努
め
て
い
く
。

自治会存続のための負担軽減策と
支援の取組は

ペット同伴避難に対する認識は

移動手段に困難を抱える
高齢者への支援は

中心市街地の活性化に向けた取組は

佐
野
　
博
一

小
澤
　
　
隆

片
岡
　
章
一

井
原
　
三
千
雄

本
市
へ
の
移
住
希
望
者
に
対
す
る
認

識
と
移
住
者
増
加
に
向
け
た
取
組
は
。

政
策
推
進
部
長
／
移
住
希
望
者
か
ら

の
相
談
件
数
や
移
住
・
定
住
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
の
ア
ク
セ
ス
数
な
ど
か
ら
、
本
市
へ

の
移
住
希
望
者
は
増
加
傾
向
に
あ
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
令
和
四
年
度

に
お
け
る
移
住
者
の
約
八
割
が
首
都
圏
か

ら
の
移
住
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
で
は
、
東
京
都
や
神
奈

川
県
な
ど
に
在
住
で
、
移
住
な
ど
の
検
索

履
歴
が
あ
る
人
に
向
け
て
広
告
の
配
信
を

行
う
な
ど
、
効
果
的
な
情
報
発
信
を
し
、

本
市
へ
の
移
住
定
住
に
つ
な
げ
て
い
く
。

問答

一 般 質 問市政について問う！

災
害
時
に
、
飼
い
主
が
ペ
ッ
ト
と
共

に
避
難
生
活
を
送
る
ペ
ッ
ト
同
伴
避
難
に

対
す
る
本
市
の
認
識
は
。

危
機
管
理
監
／
ペ
ッ
ト
同
伴
避
難
を

可
能
と
す
る
た
め
に
は
、
ペ
ッ
ト
の
し
つ

け
や
十
分
な
物
資
の
備
蓄
な
ど
、
飼
い
主

自
身
に
よ
る
有
事
に
備
え
た
準
備
が
必
要

で
あ
る
。
ま
た
、
避
難
施
設
に
お
け
る
ペ

ッ
ト
同
伴
避
難
者
用
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
や
、

施
設
の
受
入
体
制
の
確
保
に
加
え
、
施
設

管
理
者
や
ほ
か
の
避
難
者
の
理
解
な
ど
も

必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
今
後
も
他
市
の
事

例
を
参
考
に
、
避
難
所
の
運
営
主
体
等
と

連
携
し
、
必
要
な
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

問

※1

答
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一 般 質 問市政について問う！

▲各校で進むエアコンの設置

▲多様な職場で活躍している
　会計年度任用職員　　　　

▲ワンストップ経営相談会を開催し、
事業者からの相談に対応している

年
度
ご
と
に
雇
用
さ
れ
る
会
計
年
度

任
用
職
員
は
待
遇
等
に
課
題
が
あ
る
と
全

国
的
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
市
に
お
い

て
も
様
々
な
職
種
で
任
用
さ
れ
て
い
る
が
、

本
市
の
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て
、

①
処
遇
改
善
の
た
め
報
酬
の
見
直
し
を
行

う
考
え
は
。
②
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ

り
、
期
末
手
当
に
加
え
、
勤
勉
手
当
の
支

給
が
可
能
と
な
る
が
、
本
市
の
対
応
は
。

総
務
部
長
／
①
現
在
の
会
計
年
度
任

用
職
員
の
報
酬
は
、
従
事
す
る
職
務
の
内

容
や
責
任
、
職
務
の
量
及
び
勤
務
時
間
に

応
じ
て
設
定
し
て
お
り
、
他
市
と
比
べ
て

適
切
な
水
準
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問

※4

答
令
和
五
年
十
月
一
日
の
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
開
始
は
、
小
規
模
事
業
者
を
中
心
に

多
大
な
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

本
市
の
商
工
業
を
下
支
え
す
る
た
め
に
も
、

民
間
の
み
な
ら
ず
行
政
と
し
て
も
対
応
が

必
要
と
考
え
る
が
、
本
市
の
対
応
は
。

産
業
振
興
部
長
／
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

に
対
し
て
は
、
各
支
援
機
関
に
お
い
て
、

説
明
会
の
開
催
や
随
時
相
談
へ
の
対
応
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
特
に
、
課
税
事
業
者

と
な
る
こ
と
に
よ
る
経
過
措
置
や
仕
入
れ

控
除
に
係
る
経
過
措
置
に
つ
い
て
の
相
談

が
多
い
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
た
め
本
市
に

お
い
て
は
、
令
和
五
年
七
月
に
、
ぬ
ま
づ

問

※5

答

有
害
鳥
獣
に
よ
る
本
市
の
農
業
被
害

に
つ
い
て
、
①
現
状
に
対
す
る
認
識
は
。

②
現
在
の
対
策
と
今
後
の
取
組
は
。

産
業
振
興
部
長
／
①
令
和
四
年
度
の

本
市
に
お
け
る
鳥
獣
被
害
面
積
は
八
百
五

十
五
ア
ー
ル
、
被
害
金
額
は
約
二
千
万
円

で
、
農
業
者
の
営
農
意
欲
の
減
退
や
耕
作

放
棄
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

鳥
獣
被
害
対
策
を
講
じ
、
農
産
物
へ
の
被

害
の
軽
減
に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
②
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
を
進

め
る
た
め
、
民
間
の
捕
獲
実
務
者
と
市
職

員
で
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
を
組
織
し
て

い
る
。ま
た
、狩
猟
免
許
取
得
や
農
業
者
に

問答

そ
の
た
め
、
現
時
点
で
報
酬
を
見
直
す
予

定
は
な
い
が
、
今
後
も
他
市
の
動
向
を
勘

案
し
、
適
切
な
水
準
を
確
保
し
て
い
く
。

②
令
和
六
年
四
月
施
行
の
改
正
地
方
自
治

法
に
よ
り
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
会
計
年
度

任
用
職
員
に
つ
い
て
も
勤
勉
手
当
の
支
給

市
立
小
中
学
校
に
お
け
る
特
別
教
室

へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
対
す
る
考
え
は
。

教
育
長
／
近
年
の
気
象
状
況
か
ら
特

別
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
の
必
要
性
は

こ
れ
ま
で
以
上
に
高
ま
っ
て
い
る
と
考
え

て
お
り
、
相
対
的
に
使
用
時
間
が
長
い
理

科
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
令
和
五
年
度

問答

ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
連
絡
会
と
連
携
し
、

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
対
応
を
は
じ
め
、

事
業
者
を
取
り
巻
く
多
様
な
経
営
課
題
の

よ
る
有
害
鳥
獣
防
護
柵
の
設
置
に
対
す
る

補
助
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
有
害
鳥
獣

の
駆
除
を
実
施
す
る
駿
東
猟
友
会
沼
津
支

部
に
対
し
報
酬
を
支
払
っ
て
い
る
。
今
後

も
関
係
団
体
等
と
連
携
し
、
有
害
鳥
獣
の

個
体
数
減
少
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

農
業
振
興
を
図
る
た
め
に
、
農
業
設

備
投
資
に
対
し
、
市
独
自
の
補
助
制
度
を

創
設
す
る
考
え
は
。

産
業
振
興
部
長
／
市
独
自
の
補
助
に

つ
い
て
は
、
国
・
県
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
の

調
査
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、
他
市
の
事

例
や
他
産
業
の
補
助
制
度
等
も
参
考
に
し

な
が
ら
、
必
要
な
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

問答

会計年度任用職員の　
処遇改善を行う考えは

企業版ふるさと納税を活用した　  
学校図書館の充実に向けた取組は

インボイス制度に対する本市の対応は

本市の鳥獣被害に対する取組は

平
野
　
　
謙

小
泉
　
宣
子

川
口
　
　
慶

大
川
　
敬
太
郎

か
ら
着
手
し
て
い
る
。

今
後
は
、
使
用
頻
度
の

低
く
な
っ
た
エ
ア
コ
ン

の
活
用
や
校
舎
の
改
築
、

改
修
等
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
特
別
教
室
へ
の
設

置
を
検
討
し
て
い
く
。

が
可
能
と
な

っ
た
。
こ
の

た
め
、
本
市

に
お
い
て
も
、

こ
の
法
改
正

の
趣
旨
を
踏

ま
え
、
対
応

し
て
い
く
。

相
談
に
対
応
す

る
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
経
営
相
談
会

を
開
催
し
た
。

今
後
も
、
十
一

月
と
三
月
に
同

様
の
相
談
会
を

開
催
し
、
事
業

者
か
ら
の
相
談

に
引
き
続
き
対

応
し
て
い
く
。

学
校
図
書
館
の
充
実
の
た
め
、
寄
附

や
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
す
る
考

え
は
。教

育
長
／
様
々
な
企
業
・
団
体
か
ら
、

学
校
図
書
の
購
入
等
に
係
る
寄
附
な
ど
の

支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
後
も
寄
附

等
の
積
極
的
な
活
用
を
図
っ
て
い
く
。

学
校
図
書
館
の
機
能
充
実
に
向
け
た

取
組
は
。

教
育
長
／
児
童
生
徒
の
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、
学
習
に
必
要
と
な
る
図
書
や
情
報

収
集
に
最
適
な
図
書
を
整
備
す
る
な
ど
、

足
を
運
び
た
く
な
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
学

校
図
書
館
と
読
書
環
境
の
整
備
に
努
め
る
。

問
※※3

答問答
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一 般 質 問市政について問う！

▲市民と協働で行われる海岸清掃

学
校
給
食
に
つ
い
て
、
①
給
食
費
の

無
償
化
を
行
う
考
え
は
。
②
給
食
に
お
け

る
地
元
食
材
の
使
用
に
対
す
る
本
市
の
認

識
と
取
組
は
。

教
育
次
長
／
①
令
和
四
年
度
は
国
の

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
一
食

当
た
り
の
給
食
費
単
価
を
増
額
し
た
上
で
、

十
月
か
ら
六
か
月
間
、
給
食
費
の
全
額
無

償
化
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
多
く
の

保
護
者
な
ど
か
ら
好
意
的
な
評
価
を
受
け

た
ほ
か
、
食
材
費
の
確
保
に
よ
り
、
食
育

推
進
や
食
の
安
全
・
安
心
・
安
定
に
寄
与

し
た
と
考
え
て
い
る
。
学
校
給
食
法
に
お

い
て
、
調
理
施
設
や
設
備
、
運
営
に
係
る

問答

誇
り
と
愛
着
の
念
を
持
つ
き
っ
か
け
に
つ

な
が
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
等
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
る
ほ
か
、
課
題
の

共
有
や
そ
の
解
決
に
向
け
て
、
よ
り
一
層

経
費
は
学
校
設
置
者
の
負
担
と
さ
れ
て
い

る
が
、
食
材
費
は
受
益
者
で
あ
る
保
護
者

の
負
担
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
学
校

給
食
費
の
無
償
化
を
実
施
す
る
た
め
に
は

国
に
よ
る
法
令
等
の
整
備
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
国
や
県
の

動
向
を
注
視
し
て
い
く
。
②
食
材
の
地
産

地
消
は
、
地
元
食
材
を
知
る
・
楽
し
む
・

大
切
に
す
る
な
ど
、
食
育
の
観
点
か
ら
も

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

も
学
校
給
食
に
地
元
食
材
を
取
り
入
れ
た

ふ
る
さ
と
給
食
な
ど
の
取
組
を
行
っ
て
き

た
。
今
後
も
、
地
元
食
材
を
使
用
し
た
給

食
の
提
供
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
。

※※6

本市の宝である海を守るため
市民活動団体との連携は

学校給食費無償化と　　　　
地元食材使用に対する認識は

山
下
　
富
美
子

江
本
　
浩
二

の
関
係

性
の
強

化
に
取

り
組
み
、

本
市
の

宝
で
あ

る
海
を

守
っ
て

い
く
。

用 解語 説

　複数税率（8％・10％）に対応した消費税の仕入税額控
除の方式のこと。インボイスと呼ばれる適格請求書の発行
により、税額が明確となり、不正やミスを防ぐというメリ
ットが期待される一方、小規模事業者等を中心に、税負担
や実務負担が増加するという意見もある。

※５　インボイス制度（P.8）

　災害発生時に、飼い主が飼育しているペットと一緒に避
難所まで同行避難した後、飼い主がペットと一緒に同じ場
所で避難生活を送ること。

※１　ペット同伴避難（P.7）

　令和２年４月の地方公務員法及び地方自治法の改正に伴
い新設された非常勤職員のこと。任期は１会計年度の範囲
内とし、フルタイムとパートタイムの職に区分される。こ
れにより従来の臨時職員は会計年度任用職員へと移行した。

※４　会計年度任用職員（P.8）

　正式名称を地方創生応援税制といい、国が認定した地方
公共団体の地方創生事業に対し企業が寄附を行った場合、
法人関係税から税額控除される仕組みのこと。

※３　企業版ふるさと納税（P.8）

　市街地再開発事業は、老朽化した建築物が密集し、生活
環境が悪化した地区において、敷地を共同利用し中高層の
建築物に建て替えることで、快適で安全なまちに再生する
事業のこと。このうち第一種事業では、現在の土地や建物
の所有権等が、再開発後のビルやマンションの区分所有権
等と等価交換される権利変換方式によって行われ、本市で

※２　�第一種市街地再開発事業（P.7）

海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
と

の
連
携
や
支
援
に
対
す
る
認
識
は
。

市
長
／
住
み
よ
い
沼
津
を
つ
く
る
市

民
運
動
実
践
活
動
等
の
制
度
を
通
じ
、
海

岸
清
掃
活
動
へ
の
支
援
と
し
て
、
ご
み
袋

の
提
供
や
回
収
し
た
ご
み
の
処
理
を
行
っ

て
き
た
。
ま
た
、
令
和
三
年
度
か
ら
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
は
じ
め
企
業
、
自

治
会
、
行
政
な
ど
が
連
携
し
、
年
二
回
程

度
、
志
下
海
岸
の
清
掃
を
実
施
し
て
お
り
、

互
い
の
顔
が
見
え
る
関
係
性
が
構
築
さ
れ

つ
つ
あ
る
と
と
も
に
、
海
岸
環
境
に
対
す

る
思
い
の
共
有
が
図
ら
れ
て
い
る
。
海
岸

清
掃
は
、
自
然
へ
の
感
謝
や
、
郷
土
へ
の

問答

は現在、アーケー
ド名店街の再開発
事業計画が認可さ
れた。

　地元の食材を使った料理や郷土料理
を献立に取り入れた学校給食のこと。
本市では月に一度、ふるさと給食の日
を設けている。

※６　ふるさと給食（P.9）
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議員研修会を開催しました

　「市民に開かれた議会づくり」の一環として、令和５年９月４日に市内の各産業分野の方々を招
いて議員研修会を開催しました。
　研修会では、商業・建設業・士業・福祉事業・水産業・観光業の各団体の 11名の参加者と 25
名の議員がそれぞれの業界ごとの班に分かれ、各業界の現状と今後の展望について話し合いました。
また、研修会の冒頭では沼津地域中小企業支援センターの鈴木聡氏による市内の新たな起業の動向
や若手起業家と市内企業のマッチングの可能性について講演が行われました。

懲罰特別委員会を設置
　令和５年９月29日に提出のあった「17番　江本
浩二議員に対する懲罰の動議」を審査するため、懲
罰特別委員会が設置され、次の 10人の委員により
非公開で審査をしました。

委 員 長　片岡　章一　　　副委員長　井原三千雄
委　　員　髙橋　秀子　　　委　　員　佐藤健一郎
委　　員　浅田美重子　　　委　　員　村木　　豊
委　　員　平野　　謙　　　委　　員　山下富美子
委　　員　渡部一二実　　　委　　員　渡邉　博夫

　本委員会では、９月 27日の本会議場における江
本議員の発言について審査を行い、江本浩二議員に

対して、陳謝の懲罰を科すべきものと決しました。
　委員会での審査の結果を受け、10月 16 日の本
会議において、起立採決の結果、起立者多数で委員
会審査の結果のとおりと決しました。
　しかし、江本議員が陳謝文の朗読を拒否したこと
から、これに対し、同日に懲罰の動議が提出されま
した。
　そして再度、懲罰特別委員会が設置され、左記の
委員により非公開で審査を行い、１日間の出席停止
の懲罰を科すべきものと決しました。その後、同日
の本会議において、起立採決の結果、起立者多数で
委員会審査の結果のとおりと決しました。

　令和５年８月 23日に富士市議会と沼津市議会の合同研修会を開催しました。
　研修会では、令和２年 10月に供用を開始した富士市新環境クリーンセンターを視察したほか、
（仮称）沼川新放水路を視察し、各施設の担当者から説明を受け、安全・安定・安心なごみの処理
や沼川流域における治水対策事業について見識を深めました。

富士市議会との合同研修会

市内各業界の関係者との議員研修会
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100th

　沼津市議会は大正 12（1923）年９月に第１回の「沼津市會」を開催してから、令和５（2023）年
９月で 100周年を迎えました。
　これを記念して、市議会では 100周年記念ロゴマーク（表紙参照）を作製し PRに努めるとともに、
本会議場でミニコンサート＆講演会を開催（関連記事は P.12）したほか、歴代の議会だよりを展示し
ました。
　また今後、市議会の 100年の軌跡をたどる市議会 100周年記念誌を発行する予定です。
　今後とも、市議会の活動に御理解と御協力をお願いいたします。

　「ぬまづ市議会だより」は市内全世帯に配付しているほか、市内の公共施設やセブン-イレブン各店舗にも置いて
ありますので、ぜひお手に取って御覧ください。

沼津市議会は 100 周年 を迎えました

大正 12年▲
第１回沼津市會の会議録

▲昭和 42年
ぬまづ議会だより創刊号

議会だよりを展示しました歴代の

　「ぬまづ市議会だより（旧：ぬまづ議会だより）」は、定例会や議会の活動を市民の皆様にお知らせする目的で昭和
42年に創刊され、年４回の定例会と一般選挙後初議会の臨時号を発行しており、今号で 242号を迎えました。
　市議会 100周年を記念して、９月定例会の開催に合わせ９月 25日～ 29日の間、歴代の「ぬまづ市議会だより」
を市庁舎１階に展示し、市議会が歩んできた歴史をぬまづ市議会だよりを通じて紹介しました。
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今
、
私
に
は
明
確
な
夢
が
あ
り
ま
せ
ん
。
夢

と
は
自
分
か
ら
無
理
矢
理
探
し
に
行
き
答
え
を

出
す
も
の
で
は
な
く
、
一
日
一
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の
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が
っ
て
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か
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が
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て
く
る
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だ
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。

　
そ
し
て
、
中
学
生
で
あ
る
自
分
に
は
無
限
の

未
来
が
あ
り
、
無
限
の
選
択
肢
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
か
ら
い
つ
か
自
分
の
夢
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か

び
、
そ
の
夢
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叶
え
ら
れ
る
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う
に
今
、
生
徒

会
や
体
育
祭
の
実
行
委
員
、
文
化
祭
の
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唱
の
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奏
な
ど
様
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と
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し
て
い
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す
。
こ
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思
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の
将
来
の
夢
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響
力
の
あ
る
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師
に
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る
こ
と
だ
。
そ
う
思
っ
た
き
っ
か
け
は
、
中
学

二
年
生
の
時
、
給
食
が
苦
手
な
私
の
食
に
対
す

る
姿
勢
を
注
意
さ
れ
た
こ
と
だ
っ
た
。
私
に
と

っ
て
普
通
だ
っ
た
こ
と
、
中
学
生
だ
か
ら
と
年

齢
で
ご
ま
か
せ
て
い
た
こ
と
が
、
世
間
で
は
失

礼
に
当
た
る
こ
と
を
学
ん
だ
。
そ
の
先
生
は
私

の
考
え
を
か
え
て
く
だ
さ
り
、
そ
れ
は
、
そ
の

当
時
の
私
だ
け
で
は
な
く
、
今
も
今
後
の
私
に

も
影
響
を
あ
た
え
る
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だ
。
だ
か
ら
私
も
そ

の
先
生
の
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う
に
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誰
か
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生
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な
に
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つ
で
も
良
い
影
響
を
あ
た
え
ら
れ
る
よ
う
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師
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

議会だより編集委員会 久保田吉光委 員 長 髙橋　秀子委 員 堤　　飛鳥委 員 大草　　満委 員
平野　　謙副委員長 井原三千雄委 員 山下富美子委 員 片岡　章一委 員

議会だより次回発行予定
令和 6年 2月 15日

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォン
トを採用しています。

　市議会 100 周年を記念して、令和５年９月 10日（日曜日）に市民 60人を招待し、議事堂（本
会議場）でミニコンサートと講演会を開催しました。
　ミニコンサートでは、本市出身のハープ奏者である久保直子氏が率いる大和心（だいわしん）の美
しく格調高い演奏が厳かな議事堂に響き渡りました。
　続いて、落語家の林家木久蔵さんによる「木久蔵の仕事と子育て－これが私の二刀流－」の講演と
落語が行われ、軽妙でユーモアに富んだ話に会場は笑いに包まれました。
　本講演会は、市議会 100周年記念事業であるとともに、「市民に開かれた議会づくり」の一環とし
て開催され、当日は議員席から市民が、傍聴席から市議会議員が聴講しました。

市議会 100 周年記念 ミニコンサート＆講演会 in 議事堂を開催しました
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３年
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